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新型コロナウイルス感染症対策特別委員会要点記録 

 

○開会日時 令和２年７月２９日（水） 午前１０時 

○場  所 伊東市役所第２委員会室 

○出席委員 ７名 

       １ 番  佐 藤   周 君   ２ 番  鳥 居 康 子 君 

       ３ 番  杉 本 一 彦 君   ４ 番  井 戸 清 司 君 

       ５ 番  佐 藤 龍 彦 君   ６ 番  鈴 木 絢 子 君 

       ７ 番  浅 田 良 弘 君 

○出席議員 １２名 

      議 長  佐 山   正 君   副議長  中 島 弘 道 君 

      議 員  仲 田 佳 正 君   議 員  石 島 茂 雄 君 

       〃   大 川 勝 弘 君    〃   重 岡 秀 子 君 

       〃   四 宮 和 彦 君    〃   杉 本 憲 也 君 

〃   篠 原 峰 子 君    〃   長 沢   正 君 

       〃   宮 﨑 雅 薫 君    〃   青 木 敬 博 君 

○説明のため出席した者 １１名 

     総 務 部 長   浜 野 義 則 君 

     同 財 政 課 長   木 村 光 男 君 

     同 収 納 課 長   渡 辺 拓 哉 君 

     観 光 経 済 部 長   西 川 豪 紀 君 

      同 観 光 課 長   草 嶋 耕 平 君 

      同 産 業 課 長   鈴 木 康 之 君 

教育委員会事務局教育部長   岸   弘 美 君 

同 次 長 兼 教 育 総 務 課 長   相 澤 和 夫 君 

      同 教 育 指 導 課 長   多 田 真由美 君 

      同 幼 児 教 育 課 長   稲 葉 育 子 君 

      同 生 涯 学 習 課 長   杉 山 宏 生 君 

○出席議会事務局職員 ５名 

       局  長  冨 士 一 成  局長補佐  森 田 洋 一 

       係  長  鈴 木 綾 子  主  事  福 王 雅 士 

       主  事  山 田 拓 己 
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○会議に付した事件 

１ 提言への対応状況等について（当局による報告）  

２ 新型コロナウイルス感染症に対する議会の対応について  

３ その他 

⑴ 次回開催日程について 

⑵ その他 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○会議の経過概要 

○委員長（井戸清司君）開会する。 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（井戸清司君）日程第１、提言への対応状況等についてを議題とする。 

本議題については、去る６月３日、本委員会の成果物として取りまとめ、議会から当局に対

し提言をした事項について、その対応状況等の報告を求めることで、議会と当局の情報共有及

び認識の共有を図るものである。 

報告は部ごとに行い、まず、当局からの報告を受けた後、これに対する質疑を行うこととし、

本日については、前回の開催に引き続き、総務部、観光経済部及び教育部の順に、３つの部か

ら報告を受けることとする。 

なお、報告については、情報共有等を目的としており、決定行為を行うものではないので、

質疑に当たっては、その内容の確認にとどめるなどご配慮をいただきたく、お願い申し上げる。 

それでは、順次、当局の説明を求める。まず、総務部の報告を求める。 

○総務部長（浜野義則君）それでは、総務部所管の提言の対応状況について報告させていただく。

２ページの「財政に係る事項について」の「⑴ 基金の運用方法の検証及び予算の組み替えに

ついて」である。 

基金の運用方法については、財政調整基金をはじめとした、一般会計における各基金におい

て、基本的には金融機関の普通預金に預け入れをして管理をしている。そのうち、財政調整基

金のうちの４億円については、利息による運用益を考慮し、１年の定期預金に預け入れをして

いる。 

また、減債基金のうちの３億円についても、同様に１年の定期預金に預け入れをしている。 

少しでも財源を確保するために、基金を原資に、長期国債購入などの財産運用の検討もして

いるが、毎年、年末や年度末、年度初めにおける資金不足に対応するため、財政調整基金から

の繰替運用も実施している中で、令和元年度末から令和２年度当初においては、１０億円の繰

替運用により資金を確保したところであり、今後は、例年以上に繰替運用の金額及び期間が長



 - 3 - 

くなると予想されることから、当面の間、運用については最低限の定期預金にとどめ、資金不

足時に柔軟な対応がとれるようにしておきたいと考えている。 

次に、早急な予算の組替えについては、さきの６月定例会までに６回の補正予算を編成する

など、新型コロナウイルス感染症対策とそのための事業見直しに取り組んでおり、今後におい

ても、既存事業の見直しや新規事業の追加など、その時の状況に応じて、定例会での補正予算

のほか、場合によっては臨時会や専決予算などにより、柔軟かつ迅速に対応してまいりたいと

考えている。 

次に、「⑵ 国、県の補助金制度の活用及び災害に備えた予算の確保について」である。 

通常、大規模災害に備えた財政計画というものは作成していないが、これまで、突発的な災

害等に備えるため、財政調整基金の確保に努めてきたところであり、令和元年度末の時点にお

いて、適正な規模の残高を確保できていると考えている。 

これまで、新型コロナウイルス感染症対策にかかる事業費の財源とするため、財政調整基金

からの繰入金については増額補正をしており、現時点における予算上の基金残高は約１０億８，

０００万円となっているが、国の地方創生臨時交付金や感染症予防対策として休業した事業者

に対する協力金に係る県補助金等の歳入の増額が見込まれること、また令和元年度決算におい

て、財政調整基金からの繰入金を減額したことから、実額ベースでは、約２０億円ぐらいの残

高を確保しているものと考えている。 

新型コロナウイルス感染症の影響が今後も続き、それによる市税収入等の大幅な減収も予想

されることから、無駄のない予算執行に努めるとともに、財源確保のため、国や県の補助制度

に関して、積極的な情報収集に努めてまいりたいと考える。 

次に、１５ページの「６ その他事項について」の「⑵ 納税相談のための窓口等の開設に

ついて」である。 

  新型コロナウイルス感染症の影響により納税が困難になった方への対応としては、納税の猶

予について、市のホームページの「新型コロナウイルスに関連する情報」において、特例猶予

に関する情報及び申請書を掲載し、周知を図っているところであり、さらに国民健康保険税に

ついては、納税通知に同封しているリーフレットの中で、新型コロナウイルスを含めた納税等

の相談ついて案内をしている。また、相談窓口等の開設については、収納課において、通常の

休日・夜間の納税相談に加え、常時相談窓口を開設しており、新型コロナウイルス関連の案件

を含めた相談について対応を行っているところである。 

なお、新型コロナウイルス関連の相談件数については、令和２年４月から６月末までで、６

２７件であり、うち３２５件について納税の猶予を適用している。 

○委員長（井戸清司君）これより質疑に入る。発言を許す。  
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○２番（鳥居康子君）「⑴ 基金の運用方法の検証及び予算の組み替え」であるが、基金は、最

終的には、財政調整基金が約２０億の残高を確保しているという説明があったが、そこの部分

は例年通りの財政調整基金が確保できているのかなということが確認できたが、その辺のこと

と、それから予算の関係であるが、これまで、予算の組替えを含めて６回の補正がされている

が、コロナの対応に重点を置いたということが考えられるが、この辺の予算の組替えの進捗状

況を伺いたい。それから納税相談であるが、平常時だけでなく、土日、夜間と、市民の要望に

対応した体制でやっていただいていると思うが、その辺の人員の配置を含めた相談体制をどの

ようにしているか伺いたい。 

○財政課長（木村光男君）最初に、財政調整基金の関係であるが、令和元年度の最終的な予算上

の数字としては、２７億９，０００万円程度の残高であったが、まだ決算は確定していないが、

今年度のコロナの状況に鑑みて、基金の取崩しを４億円ほど取り止めた。その結果、年度末の

残高として３１億９，０００万円を見込んでいる。したがって、３０年度末が３１億８，９０

０万円であったので、ほぼ同額の残高を維持した形で令和元年度決算を迎える状況の中で、先

ほど総務部長の説明でもあったが、現時点で、実額ベースで約２０億となっているので、１０

億ほど減るという状況となっている。なので、例年通りの確保はできてはいないが、当初予算

で、コロナとは関係なく７億５，０００万円の取崩しを予定しているので、コロナ対策として

減るのは２億５，０００万円から３億円程度ではないかと考えている。  

  次に、これまでの補正予算の進捗状況であるが、コロナ対策としては、これまで６月定例会

の６号補正を含めてやってきている。各経費、増減が発生している中で、１番大きい特別定額

給付金事業の７０億近い金額もあることから、規模的には２７４億円から７２億円程度増えた

計算となっている。現状、特別定額給付金は、報告のとおり９０％以上の給付が終了している。

それから、子育て世帯への臨時特例給付金が進められている部分と、６月補正で追加した独り

親世帯への給付金についてはこれから進めていく。それから、観光施策についても実施できる

ところは既に実施してきている。今後、今まで実施してきた部分で組み替えられるとしたら、

財源が替わってくることがある。今回の報告事項ではないが、国の地方創生臨時交付金につい

ては、１次分と２次分合わせて約８億７００万円弱の交付が確定している。これに関しては、

９月補正において歳入の計上と、これまで実施した分の財源の振替及び新規で実施する事業費

と併せて補正予算で計上させていただく予定である。今後においても、感染症の発生状況、そ

れから市内の経済状況に鑑みて打てる手立てに関しては、迅速な対応を行っていきたい。  

○収納課長（渡辺拓哉君）納税相談の窓口体制についてである。休日相談については、５月１６

日と７月１８日に行った。夜間相談については、５月１４日と、７月１６日にそれぞれ行った。

職員については２人体制で対応している。この間の相談件数については、コロナ以外の納税相
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談も含めて２件であった。 

○２番（鳥居康子君）国の交付金の関係で、入ってくる金額は８億程度ということだが、今まで、

市が予算措置をして執行した分と、それから、その組替えということになるが、新規事業も考

えているとのことだが、どのぐらいの規模の新規事業を予定しているのか。  

○財政課長（木村光男君）今までの代表的な事業としては、ゴールデンウイーク時の感染拡大を

防止するための休業補償としての協力金や、県民宿泊推進事業などがあった。今後、考えてい

るものとしては、国のほうの補助金の性格もあるが、ＧＩＧＡスクール構想の加速化というこ

とで、各小・中学校における児童１人１台のパソコンの配置を整えるための経費。それから、

３月に追加で計上した補正予算第１号、それから、４月の臨時会で計上した補正予算第２号に

おいて、県が実施した経済変動対策資金貸付金の利子補給を、本市は１０年間無利子となるよ

うに、債務負担を組んで実施している。これが、国の交付金の対象事業としては、基金の造成

を認めるということになっているが、１０年ではなく５年を限度とした基金の造成が認められ

た。今後、令和３年度から令和７年度の５年間において、債務負担を組んだ３億３，８００万

円ほどの金額の２分の１に当たる１億７，０００万円程度を基金を造成して、今後の利子補給

の財源にしていきたいと考えている。  

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

以上で総務部の報告を終わる。 

次に、観光経済部の報告を求める。 

○観光課長（草嶋耕平君）観光経済部所管の「３ 観光経済に係る事項について」の進捗状況に

ついて、説明させていただく。 

  初めに「⑴ 市内の各種団体に対する支援について」である。 

春の行楽シーズンやゴールデンウイーク期間に緊急事態宣言が発出されるなど、宿泊業や飲

食業、小売業などを中心に市内経済は大きなダメージを受けており、現在においても首都圏を

中心に感染者が再拡大している状況の中、本市の観光事業は大変厳しい状況であるが、感染拡

大防止と経済回復を同時に図っていくという観点から支援策を実施してきた。具体的には、観

光部門としては、３つの事業を実施しており、１つ目は、売上が激減している小売店への支援

を目的に、ヤフーショッピングサイト内で本市のお土産物等の販売を行う「オンラインショッ

ピングを活用した消費対策キャンペーン」を実施している。これまでにヤフーショッピングを

行っていた事業者に加え、新規で出店する事業者を募集し、合計３２の事業所が参加する中で、

７月２１日からサイト内に「伊豆・伊東のいいもの市」のページが公開されており、２００品
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目以上の商品の販売を開始している。 

２つ目として、ゴールデンウイーク期間に宿泊予約をキャンセルしたお客様に対し、感染拡

大防止への協力に謝意を示すとともに、終息後には本市へお越しいただけるよう、お手紙と名

産品を送付する「伊豆・伊東顧客ロイヤリティ向上事業」を実施しており、約４，８００件の

お客様にお手紙と名産品を送付している。 

３つ目として、静岡県民を対象に５，０００円の宿泊割引を行う「ＧＯ！ＩＴＯ静岡県民宿

泊キャンペーン」を実施したが、３，５００名の予約枠がわずか７日間で完売となったことや、

予約者のうち約２割が伊東市民であったことなどからも、感染リスクを回避しながら宿泊を楽

しみたいというニーズの高さが伺えた。 

以上のように、その時の状況を勘案し、どのような施策が効果的なのかを十分検討した上で

支援策を講じてきたところであるが、今後においても、観光関連団体等の意見も伺いながら、

国が行っているキャンペーンや県や美しい伊豆創造センターが行う施策の状況などを注視する

中で柔軟に対応してまいりたい。 

○産業課長（鈴木康之君）続いて、産業課からである。新型コロナウイルスによる宿泊業や飲食

業をはじめとする各種業界における売上げ減少など、市内経済への影響を受け、その支援策と

して各種団体からの要望に基づき事業を実施している。 

  まず、県制度融資ということで、経済変動対策資金（コロナウイルス感染症対応枠）の融資

に対し、市独自の利子補給を行い、利子の全額を負担し、市内中小企業の資金繰りを支援する

ものである。基準金利が１．９７％または２．０７％に対して、県が０．６７％を補助し、市

の利子補給は１．３％または１．４％を１０年間全額利子補給をするものである。当初の予算

から、３月補正、それから４月の臨時会での補正を経て、８，３８１万８，０００円を予算計

上させていただいており、債務負担額については、３億７，８１７万円となっている。現在、

４７９件の申請があり、融資の申請額になるが、９１億２，１６７万円となっている。こちら

の取扱期間は１０月３１日までということで県から聞いているので、市のほうも１０月３１日

までとなっている。 

  次に、新型コロナウイルス感染症対策に係る小口資金貸付金利子補給制度を拡充であるが、

利子の全額を負担することにより、市内中小企業の資金繰りを支援するものである。基準金利

の２．０８％を全額市が負担するものとなっており、５年間となっている。こちらについては、

予算額全体で１，４８８万４，０００円で、債務負担額については、２億２，６７４万４，０

００円となっている。現在、７０件の申請があり、融資申請額だと２億５，１２５万円となっ

ている。こちらについても、県の経済変動対策資金取扱期間と同様に１０月３１日までを予定

している。 
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  続いて、新型コロナウイルス感染症対策協力金である。これは、営業自粛要請を行った宿

泊・飲食・娯楽・教育学習支援業の業種に対し、その要請に協力する店舗に一定の金銭を支給

することで、市内での感染予防及び拡大防止の行動を促したものである。こちらについて、申

請件数は１，２９７件となっており、２億４，２８０万円の支出。県の協力金の申請件数につ

いては８７件となっており、１，６２０万円分となっている。  

  続いて、新型コロナウイルス感染症対策中小企業等応援給付金の交付である。こちらについ

ては、１事業所当たり５万円、１０万円または２０万円の補助であり、まだ申請期間中である

が、申請数については１，５９１件、２億４，６５５万円となっている。  

  続いて、いとうエールクーポン事業の実施をしており、市民による市内での消費を促しつつ

家計への支援を行うほか、売上が減少した地元事業者への支援を行うことで新型コロナウイル

ス感染症の影響を受けている地域経済の回復を図ることを目的としている。販売期間について

は、７月３０日から８月２８日まで、使用期限は、７月３０日から１１月３０日までであり、

申請件数については、ウェブサイトで２，６３５件、はがきが２，８５３件であり、合計冊数

が、６８，６９６冊となっている。  

  続いて、「⑵ 市内飲食店や観光施設の感染防止策に対する補助について」である。 

  店舗には不特定多数の人々が訪れることから、店頭において十分な感染拡大防止策を講じる

ことが、従業員及び顧客の感染を防止し、事業の持続可能性を確保する上で重要であり、店舗

の実情に応じた創意工夫に基づく様々な対策が講じられてきたところである。もともとある店

舗リフォーム振興事業補助金事業については、魅力ある店舗の創出及び市内建築関連業の進行

を図ることを目的としている事業であり、内容としては、現行の店舗リフォームにおいて工事

を伴う場合であれば対象となる部分と、経費については、補助対象経費の１０％、上限１０万

円を助成することとなっている。現在、国のほうで、ものづくり補助金、持続化補助金、ＩＴ

導入補助金において、業種別ガイドライン等に沿った感染防止対策の投資に対して、新たに定

額補助、補助上限５０万円の事業再開枠を上乗せする制度が創設されており、具体的な補助対

象例としては、消毒やマスク、清掃、間仕切り、換気設備等の費用が対象となっており、基本

的には、持続化補助金のほうが補助額が多いことから、ほとんどの方が、こちらを希望し、店

舗リフォーム振興事業補助金事業の相談は今のところないというのが現状である。今後につい

ては、要望により検討していきたいと思う。  

  続いて、「⑶ 事業者の新たな取り組みを支援する補助制度等の拡充及び周知について」で

ある。 

  国の事業として、ものづくり補助金、持続化補助金、それからＩＴ導入補助金がある。先ほ

ども述べた、持続化補助金については目的が販路開拓であれば、業態変更などに係る経費も補
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助対象経費となる。あと、県の事業として、静岡県経営力向上補助金がある。それから、市と

会議所であるが、事業者の新たな取組を後押しするため、商工会議所などと連携し、経営相談

改善事業の実施を今後検討をしており、具体的には、コロナ関係補助金の専門的な相談業務を

イメージしている。 

それから、国・県の補助金の活用の周知及び利活用については、市及び商工会議所のホーム

ページや商工会議所の広報誌、地区相談、オンライン相談、小規模企業振興委員により積極的

に推進しており、今後も推進していく予定となっている。現在、国の、ものづくり補助金、持

続化補助金、ＩＴ導入補助金などコロナウイルス感染症対策を視野に入れた補助金があるため、

当該補助金の周知や申請の支援などについては、今後も努めていきたいと思っている。 

○観光課長（草嶋耕平君）次に、「⑷ ＩＴ導入補助金やものづくり補助金などの国の制度の周

知及び利活用推進について」である。 

主に、日本人顧客を増加させる取組が必要ということで、現在、インバウンド誘致を再開す

るには数年かかるとも言われており、これまでインバウンドに力を入れていた事業者について

は、国内旅行者の受入れに重点を置く方向へシフトせざるを得ない状況であると認識している。

国においては、新型コロナウイルス感染症の影響で大きなダメージを受けている事業者を対象

とした様々な補助制度を創設し、また拡充もしていることから、経済産業省所管のＩＴ導入補

助金やものづくり補助金に加えて、国土交通省や観光庁の補助制度など、あらゆる制度の活用

について、観光協会や旅館組合、商工会議所などの各団体を通じて、各事業者に対して周知す

るとともに、積極的にバックアップを行っていきたいと考えている。 

○産業課長（鈴木康之君）続いて、「⑸ 循環型市内経済の再生を図る施策の充実により内需の

拡大を図ることについて」である。 

  こちらについては、いとうエールクーポン事業の実施、それから、商工会議所との事業であ

るが、伊東市応援ギフト販売事業の実施を現在検討している。こちらについては、伊東ブラン

ド「いとうのいいもの」の認定商品に加え「伊豆いとう地魚王国」、「伊東お菓子ぃ共和国」

など、地域の特徴ある資源を活用し、市内の中小企業が持つ商品の販路開拓を積極的に促進し

コロナの影響による経営悪化防止と市内経済活性化を目的としている事業である。内容として

は、市内ギフト商品販売代行企業と連携し、各店のオリジナルギフト商品を掲載したカタログ

を作成し、コロナ禍で会うことが困難な遠方にお住いの方への気持ちとして、また、お歳暮や

お年賀としての購入を促すことで、地元企業を応援する体制の構築をしたいと思っている。こ

れについては、購入者にもメリットがあるようなことも考えており、カタログ掲載事業取扱商

品やノベルティグッズなどを検討している。コロナ禍で対面販売が困難となっている事業所の

新たな販売手段の提供及び売上げ増加につながると考えている。 
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○観光課長（草嶋耕平君）次に、「⑹ 伊豆半島、特に東海岸の自治体と足並みをそろえた誘客

施策の方針について」である。 

  伊豆半島東海岸の周辺市町との連携については、各市町で財政状況や施策に対する考え方な

どが違うことから難しい部分もあるが、観光誘客の主なターゲットが首都圏であるということ

は共通しているため、情報共有を図る中で、連携できる部分は連携していきたいと考えている。 

そのような状況ではあるが、現在、熱海市とは頻繁に情報共有を図っており、海水浴場の開

設に関する考え方や、花火大会の開催に関する考え方、コロナ禍での市町独自の誘客施策の考

え方など、お互いの現状や実施する施策について議論し、連携可能な施策等の可能性について

も相談している状況であるので、引き続き情報共有を密にしながら、連携強化を図っていきた

いと考えている。 

次に、「⑺ 旅行に対する不安感を払拭するための安心・安全に焦点を当てた旅行のあり方

について」である。 

現在、市内の各事業者については、業界団体が示している業種別ガイドラインや、県が定め

ている新型コロナウイルス感染症に関する対応指針、宿泊施設、観光施設用などを参考にそれ

ぞれ対策を講じているものと認識しているが、アフターコロナ対策として、旅行者が安心して

本市を旅先に選んでいただき、市民も安心して旅行者を迎えることができるよう、独自の指針

等を示していくことは観光地として重要な課題であると考えている。 

 このような指針の策定については、行政だけでなく宿泊業、飲食業をはじめ、観光施設や交

通事業者など、地域が一体となって共通認識を持って進めていく必要があるので、今後、様々

な場面において関係団体の意見も伺いながら、引き続き、検討していきたい。 

  次に、「⑻ 本市にとって有効な観光事業であるキャンピング、グランピングの事業展開に

対する支援について」である。 

  今後における観光需要の形態として、少人数のグループ旅行は増加するものと考えており、

また、収束後には、旅行者の健康志向がより一層高くなることが想定されることから、自然を

楽しむキャンピングやグランピングなどのツールを観光資源として売っていくことは有効であ

ると考えている。現在、市内においてキャンピングやグランピングなどに係る事業開発の相談

等は聞いていないが、これら事業開発等に対して市としてどのように関わっていけるか、どの

ような連携が可能かなどについても慎重に検討していく必要があるものと考えている。 

  次に、「⑼ 国の観光需要喚起施策「ＧＯ ＴＯ キャンペーン事業」にあわせ、積極的な

観光誘致活動を行うことについて」である。 

  ７月２２日から「ＧＯ ＴＯ トラベル」の宿泊割引がスタートし、９月には地域共通クー

ポンの発行等も始まる予定であるが、それに併せて市町独自でインセンティブを追加で付与し
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ても他の観光地と競合してしまうなど、埋もれてしまう可能性が高く、大きな成果が期待でき

ないものと考えている。そこで、「ＧＯ ＴＯ キャンペーン」を利用する旅行者のうち、オ

ンライントラベルエージェントで旅行の予約をする方を本市の施設の予約へ取り込むための方

策として、デジタルマーケティングの活用を考えている。具体的には、Ｙｏｕｔｕｂｅでの動

画広告配信やフェイスブック、インスタグラムなどのＳＮＳ広告、グーグルディスプレイ広告、

ヤフーディスプレイ広告などを使い、動画や広告の閲覧者を伊東市独自のクッションページへ

誘導し、オンライントラベルエージェントのサイト内に掲載されている本市の施設予約へとア

クセスを流すことで、効率的な旅行者の取り込みを目指していきたい。 

  なお、この施策については、今年度実施予定であったデジタルマーケティング事業の内容を

一部変更して実施する予定となっている。今後においても「ＧＯ ＴＯ キャンペーン」の進

捗などを見極める中で、その時の状況に合った効果的な施策の検討を継続し、必要に応じて迅

速に対応できるよう柔軟に進めていく。また、３密を避けるためのマニュアル作成や感染防止

策の動画配信などについては、現状、具体的な取組としてはないが、観光関連団体と協議する

中で、引き続き検討していく。 

  次に、「６ その他事項について」の「⑶ ３密を避けるための市内施設等における利用人

数制限について」である。 

  観光課所管施設のうち、観光会館及び別館については、利用制限として利用者の人数を収容

定員の半分以下としている。なお、ホールについては、８月１日（土）からの利用再開を予定

している。伊東ふれあいセンターについても、利用制限として、主催者、関係者を含め、収容

定員の半分以下としている。市営海浜プールについては、例年よりも開設期間を短縮し、８月

１日（土）から２３日（日）まで開設をするが、利用制限として、１日最大１００人までとし

ている。小室山公園テニスコートについては、観覧席の使用禁止や管理事務所内での飲食禁止

などの利用制限を行っている。東海館については、通常の開館時間である午前９時から午後９

時までを午前９時から午後５時までに短縮し、浴場については利用禁止としている。 

また、民間の飲食店、ホテル・旅館、観光施設等については、現状、業種別に示されている

ガイドライン等をもとに各施設で感染防止対策を図っているものと考えている。各施設におい

て公共施設と同様の利用制限等を設けることは、施設の形態や状況が多岐にわたることから難

しいものと考えているが、今後においても、関係団体と情報共有を図りながら適切な対策を講

じるよう要請していく。 

○委員長（井戸清司君）これより質疑に入る。発言を許す。  

○３番（杉本一彦君）全体的な提言も、時期が変わってきて、ウィズ・コロナの時代へと変わり、

要望も変わってくるのだが、例えば「⑵ 感染防止策に対する補助」であるが、私も、市内の
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いろいろな店舗を回ったり食事をしたりすると、そういった対策がしっかりと意識してやって

いるなという店舗があったり、もう少し対策を取ったほうが良いのではないと感じる店舗があ

ったりと様々である。今、報告を聞いていると、そういう対策をするためのリフォーム、ある

いは、対策を打つ上での補助について、それはこういう形でできますよという報告はあったが、

そこら辺は、商工会議所と、飲食業組合なんかと相談していただき、もう少し積極的に、そう

いう対策を取っていただけるような取組―例えば、今、繁華街がある地方の自治体などでは、

商店街が協力して対策を取っているという証の安全シールだとか、そういう貼り出しなんかを

して、対策を講じてくれているお店については、安全シールを貼って、来店する観光客や市民

に安心を促している取組もあるが、ぜひ、ここからは少し踏み込んで、そういう対策を取って

もらうためには何が出来るのかということを考えて、進めていただきたいなということがある

が、そのような話などは出てきているのか。  

○産業課長（鈴木康之君）今のところ商工会議所との間ではそこまでの話は出てきていない。今

後も商工会議所との話をしていく中で、対策などを検討していきたい。 

○３番（杉本一彦君）全体的な話にはなるが、伊東は観光地で、経済のことを考えたら観光客を

止めるようなことがあったら、伊東の経済が死んでしまうということで、観光客を誘客して積

極的に経済活動を行うことは良いが、これは正確な情報ではないが、熱海市あたりは、観光協

会とかが中心となって、観光従事者に対するＰＣＲ検査などを積極的に行っていく旨の報道が

あった。経済を回していくのに必要なことだが、これだけ首都圏から観光客が来ていて、その

一方で、市民の健康を守っていかなければいけない。伊東というのは、首都圏と違い、コロナ

ウイルスに感染した観光従事者がいると、その人が仕事を終えて家に帰ると、家には高齢者が

いたり、同居している世帯なども首都圏に比べると圧倒的に多いということを考えると、この

行楽シーズンに首都圏の人たちと多く接触した人たちが、ＰＣＲ検査を受けて、仮に感染して

いるようなことがあれば、先に発見して、隔離するなりの対策をしていかないと。今からこの

秋の第２波を抑えるためには、やっぱりこの夏の状況を踏まえたＰＣＲ検査等を観光従事者に

していただくことが観光地として非常に重要なことだと思うが、保健所や医師会の関係なども

あると思うが、この辺りの観光従事者に対するＰＣＲ検査等の積極的な取組を観光地として進

めたらと思うが、このような話はされているか。  

○観光課長（草嶋耕平君）今まで、観光従事者に積極的にＰＣＲ検査をしていただくというよう

な具体的な話はないが、委員の言うように、今、一番課題であるのが、来ていただく方もだが、

やはり市民がしっかり歓迎できるような安心、安全の体制づくりというのは非常に重要だと思

っている。そこについては、健康福祉部と相談しながら、観光関連団体―やはり事業者が求

めていることを行うのが重要だと思っているので、しっかり話を聞く中で検討していきたいと
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思っている。 

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。 

                午前１０時４５分休憩 

                ─────────── 

                午前１０時４５分再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

○３番（杉本一彦君）先ほど、熱海市とも連携をとってやっているという報告もあった。熱海は

そういったことを積極的にやっていくという報道もあったので、ぜひ、その辺りの情報を取っ

ていただき、良いものは習ってもらい進めてもらえればと思う。  

○１番（佐藤 周君）１点伺う。「⑹ 東海岸の自治体と足並みをそろえた誘客施策」というこ

とで、報告では、なかなか状況も違う中で、熱海市とは情報の連携をやっていると。どの自治

体も初めての状況であるので、上手なやり方を共有しながら進めていくというのは良いことだ

と思う。その中で、オレンジビーチなどの海水浴場を今年も開設するということで、一方で、

この天候の不順がいつまで続くか心配であるが、コロナ禍の中で、ビーチの開け方が例年と違

うというところで、ビーチは、海の家の事業者などもあるので、その辺はどういうやり方が市

としては良いのか、具体的に何か施策があるのか。  

○観光課長（草嶋耕平君）海水浴場の開設については、かなり早い段階から悩んではいたが、協

議をしながら、最終的には開設をするという判断に至った。特にオレンジビーチではあるが、

物理的に封鎖ということが難しいことから、ある程度、一定の管理を行う必要があるものと考

えていた。そのためには、しっかりライフセーバーを配置し、無法地帯のような形にならない

ように、しっかり管理をしていく。海の家の営業については、伊東海水浴場組合のほうになる

が、海の家の運営者たちは、やはり商売であるので、お客さんが来るのか来ないのか、かなり

悩まれたと聞いている。ただ、最終的には営業をするという判断に至ったわけであるが、その

ビーチの開設と海の家の営業、両方ともしっかりと感染防止対策を行いながらやっていこうと

いうことで、話を進めていったところである。その結果、ビーチを利用される方に対する感染

防止のガイドラインを作成し、これとは別に、海の家の利用に関するガイドラインを伊東海水

浴場組合のほうで作成し、市のほうで中身をチェックした中で、２つで運営をしている。これ

が、全てが完璧かと言われると、なかなかお客さんがどういう動きをするかというところもあ

るので難しいが、この２つのガイドラインを遵守していく中で、運営をしていく。  

  万が一、静岡県内で緊急事態宣言が発出されたり、海水浴場利用者が、感染した場合は、海

水浴場の利用自粛や、周辺の公共施設の封鎖、こういうことを行っていくということで考えて

いる。 
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○１番（佐藤 周君）海の家については、飲食店の延長線上で、ビーチでの特有の店という使い

方だと思う。もう１つ、ビーチのほうのガイドラインというと、おっしゃるとおり、封鎖した

としても、無法地帯になるということを考えると、オープンしながらガイドラインを守って管

理していくという運営の仕方、そのほうがより安全、安心なのかなというところで、そのガイ

ドラインを良く周知していただいて、幾分、現地では、水着とかで物を持たないような状況が

ある中での周知の仕方をお願いしたい。もう１点は、万が一、ビーチがクラスターなどの発生

場所となったときには、伊東の海でとなると、伊東市全体の観光に波及することがある中での

判断をしなければいけない状況があるかもしれないので、その辺の意思決定の仕方を事前に準

備していってもらいたいと思う。  

○２番（鳥居康子君）コロナの関係から、ゴールデンウイーク期間に旅行のキャンセルをした方

たちに、また来てくださいということで、約４，８００件のメッセージと名産品を送ったとい

うことだが、この方たちの中で、東京が比重の多くを占めている気がするが、また伊東に来て

くれた人の割合が分かれば。それから県民宿泊キャンペーンの関係も、割合などその辺が分か

れば教えていただきたい。 

○観光課長（草嶋耕平君）１点目の伊豆・伊東顧客ロイヤリティ向上事業であるが、旅行をキャ

ンセルされたお客さんがどこの誰であるかは分かるので、手紙と名産品を送る事業を行ったと

ころであるが、これが約４，８００件であったが、その４，８００件の中で、実際にその後に

伊東に来た方がどの程度いるのかは、なかなか追えないものであるので、現状では、何％や何

人ぐらいという数字は持っていない。県民宿泊キャンペーンについては、３，５００名の枠が

あり、実際に予約された方は３，５２１名であった。内訳としては、伊東市民が６８９名、市

民以外の県民が２，８３２名となっており、全体の約２割が伊東市民であったというところで

ある。地域別の状況であるが、全体の中で、伊東市民の割合が１９．６％、次が静岡市で１９．

４％、その次が沼津市で８．７％、それから浜松市６．６％、富士市も６．６％であった。静

岡市、浜松市は当然、規模が大きいため割合も大きいが、それ以外では東部が割合としては大

きいということであった。 

○２番（鳥居康子君）新たな物品販売というか、市内の特産物を買っていただくツールとして、

市内ギフト、それからデジタルマーケティングの取組をということであるが、その辺はまだ、

始まったばかりということで、昨日、サザエの焼いた写真を見させていただいて、とてもおい

しそうだと感じたが、その辺の購買意欲への期待度などはどのように考えているか。  

○観光課長（草嶋耕平君）オンラインショッピングの取組だが、４月の臨時会で予算を計上させ

ていただき、７月２１日からサイトの中で販売を開始したところである。現在、約２２０品目

ぐらいの販売をしているが、品目の動きもあるので、増えたり減ったりするが、それを販売し
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て、買っていただく。７月２１日から８月２７日までの期間については、オープン期間という

ことで、３０％の割引が受けられる。この原資として３００万円をとっているので、８月２７

日までの期間ではあるが、この原資がなくなり次第終了となる。この事業自体が令和３年３月

３１日までとなるので、状況を見ながら１１月頃にこの割引キャンペーンをもう一度やってい

こうと考えている。 

○６番（鈴木絢子君）伊東市応援ギフト販売事業を考えているとのことだが、このオリジナルギ

フトをカタログにして、どういう形で配付するのか。また、そのカタログは市内向けなのか、

市外向けなのかを伺いたい。 

○産業課長（鈴木康之君）現在のところ、商工会議所の会員や「伊豆いとう地魚王国」、伊東ブ

ランド「いとうのいいもの」、「伊東お菓子ぃ共和国」を中心として行う予定であり、基本的

には市内の事業所にオリジナルギフトを作ってもらい、そのカタログにオリジナル商品を載せ

て買っていただき、遠方の方にお歳暮などで送ることで、市内の業者等を応援していただこう

ということになっているので、基本的には市内向けとなっている。配付の方法だが、広報いと

うや、商工会議所の広報、それから出品店の関係先、あとは、市内の関係団体の方に配付し、

多くの方に買っていただくということを考えている。  

○６番（鈴木絢子君）「⑵ 感染防止策に対する補助について」であるが、今、コロナの感染者

が店舗で出た場合に、その店舗は消毒をしていると思うが、そういった消毒に対する補助とい

うのは行っているか。 

○産業課長（鈴木康之君）今のところそういった消毒に対する補助は行っていない。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

以上で観光経済部の報告を終わる。 

１０分間ほど休憩する。 

                午前１１時 １分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時１１分再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

次に、教育部の報告を求める。 

○教育部長（岸 弘美君）特別委員会からご提案いただいた件について、「４ 教育に係る事項」

の⑴から⑸、「６ その他事項」の⑶について、教育部のほうで所管させていただき、報告さ

せていただく。報告については、各課長から申し上げる。 
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○教育部次長（相澤和夫君）教育総務課からは、教育に係る事項について「⑴ 学習動画の配信、

オンライン授業の実施及び学校教育のＩＣＴ化について」のうち、学校教育のＩＣＴ化につい

て説明する。 

学校教育のＩＣＴ化については、通信ネットワークシステムと児童・生徒の１人１台端末を

一体的に整備するため、現在準備を進めている。  

１点目として、校内通信ネットワークの整備として、令和元年度３月補正予算にて事業費を

計上しており、今年度に予算を繰り越しているので、今後、整備を行っていく。予定としては、

１０月以降工事の発注を行い、今年度中、できれば２月中に完了したいと考えている。整備内

容については、ＬＡＮ整備と併せて、普通教室、職員室、理科室等の特別教室へ無線アクセス

ポイントを設置し、また、タブレット充電のための電源キャビネットも設置していきたいと考

えている。 

２点目として、児童・生徒１人１台端末の整備についてである。当初、今年度から令和５年

度までの４年間で小・中学校全学年の児童・生徒に対し、１人１台端末を整備していく予定で

あったが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、国がＩＣＴの活用により全ての子供たちの

学びを保障できる環境を早急に実現するため、１人１台端末整備の前倒しを支援することとな

ったので、本市においても、全ての児童・生徒に対し、１人１台端末を整備していく考えであ

る。整備時期については、補正予算に上程させていただき、速やかに整備を行っていきたいと

考えている。 

１人１台端末については、タブレットでの購入を予定しており、児童・生徒分の購入と併せ

て、教員分についても整備していきたいと考えている。  

また、タブレットだけの整備では意味がないので、学校で有効に活用できるよう学習支援ソ

フト等の応用パッケージの導入も考えていく。学習動画の配信、オンライン授業については、

教育指導課長から申し上げる。 

○教育指導課長（多田真由美君）学習動画の配信、オンライン授業の実施について、現在、教育

指導課の進捗状況についてご報告する。休校中に家庭におけるＩＣＴ環境の調査をした。その

結果、光回線やＷｉ－Ｆｉ環境が整っていない、または、端末機器がないことにより、平日の

日中に子供が端末機器を使用することが不可能な家庭は、全体の２１％であった。世帯数にす

ると６１３世帯となる。 

今後は、オンライン授業を望む声もあるが、現時点においては、教育の機会均等を配慮しつ

つ、できるところから行っていきたいとは考えている。ただ、このように、環境が整っていな

いことから、環境が整い次第、人的整備も急務である。県では、オンライン学習の研修を予定

しており、９月４日に静東教育事務所において研修会を行うことが昨日決まったので、本課の
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指導主事を参加させていきたい。また、来年度に向けて、市費によるＩＣＴ支援員の増時数と

ともに、県からＩＣＴ支援員を配置することも検討している。  

今後、また休業があった場合だが、教育委員会ではＩＣＴ教育部会を今年度立ち上げ、そこ

での検討の結果、学校ホームページを活用した情報発信を図るということで結論を得ている。

出来るところから子供たちとの繋がりを見つけていきたいと考えている。 

次に「⑵ 外部人材や教材の活用について」である。県により、新型コロナ対策による補習

等支援事業に係る学習支援員の配置があった。これについては、休業に伴う学年末の未指導分

の補修等の支援や、学校再開後の授業において個別支援等に当たる学習支援員を配置していた

だいた。１校当たり週８時間、週４日以内で、１２週間、約９月末ぐらいまでの配置となり、

現在、全校に配置が終わった。 

また７月２２日に新たな県の通知があり、スクールサポートスタッフ、間接的な支援ではあ

るが、消毒作業や、プリントを印刷する等の教員補助が、新たに５時間の配当があった。さら

に学習支援として、全校に週２５時間の支援員の配置があり、川奈小学校は１人、それ以外の

学校は２人の配置が決まっている。  

ただ、現在課題となっているのは、人材確保である。これについては、文科省により、「学

校・子供応援サポーター人材バンク」が創設されている。これについても、一昨日、伊東市内

において９名の登録者があった。現在、この方々と連絡をとり、面接をしている最中である。

学校の要望と、サポーターの要望とをマッチングして配置をしていく予定である。  

また、教材の活用についてであるが、現在、小学校に配置された大型電子黒板を有効に活用

して、視覚化を図り、子供の学習意欲の向上、また、知識の習得を図っているところである。

さらに、新たに今年度から小学校には新しい教科書が配布されている。そこにはＱＲコードが

多用されており、それを使うと画像や音楽等が流れるので、それを積極的に活用している最中

である。 

次に、「⑶ 児童・生徒に対する心と体のケア及び不登校対策について」である。まずは、

心身ともに健康な教職員が子供と向き合う時間の確保を図ることが大事と考えている。先ほど

配置された支援員等を有効に活用していく中で、個々の児童・生徒の変容を観察するなど、一

人一人に対し、丁寧な対応をしながら心と体の安定を図っている最中である。児童・生徒の情

報を校内で共有し、スクールカウンセラー、または、スクールソーシャルワーカー、関係機関

と連携し、早期に対応できる体制を整えている。スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーの拡充や、配当時間についても希望を叶えることが可能な体制を整えている。  

次に、「⑷ 再度の緊急事態宣言が発出された場合の学校運営体制について」である。これ

については、感染症対策を講じつつ、学校教育が協働的な学び合いの中で行われるという特質
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性に鑑み、学校教育ならではの学びを大事にしながら教育活動を進め、最大限子供たちの健や

かな学びを保障するという基本的な考え方により、伊東市でも以下のように持続的な学校運営

を図っていく。やむを得ず、臨時休業を行わなければならない場合であっても、学校が課す家

庭学習と教師によるきめ細かな指導、状況把握により、子供たちの学習の継続及び学校との関

係の維持を徹底する。ゼロか百かで考えるのではなく、感染拡大のリスクを最小限にしつつ、

分散登校の積極的な活用などにより、できるところから学校での学びを再開していきたいと考

えている。 

最後に、「⑸ 園・学校での二次感染防止のための健康管理を徹底することについて」であ

る。今、学校ではここにあるように、健康チェックリストを継続して行っている。また、教育

指導課で出した「伊東市 学校の新しい生活様式」に基づいたガイドラインにのっとって、子

供たちの日常観察、または、教職員等の健康に留意しながら、学校の教育活動を進めていくと

ころである。 

○幼児教育課長（稲葉育子君）「⑸ 園・学校での二次感染等防止のため、健康管理を徹底する

ことについて」のうち、幼稚園、保育園についてご報告させていただく。  

市内幼稚園、公立７園・私立２園及び保育園、公営４園・民営９園においては、検温は必須

として、その他登園時に視診や保護者との口頭による確認を行い、園児の健康状態の把握に努

めている。 

園児の健康状態の確認のツールとして、１園を除き、健康チェックシートに類する媒体、例

えば、通常の連絡帳、検温記録表、検温表、検温・健康管理表等に園児の健康状態を記録して

いる。 

○生涯学習課長（杉山宏生君）「６ その他事項⑶」について説明させていただく。生涯学習課

所有の各施設においては、施設間の空間に差異があるため、対応が異なっているが、各施設の

共通事項として、３密を防止すること、使用者は来館前に検温し、発熱がある人や、体調不良

の人は利用を控えていただくこと、また、施設内では原則マスクを着用し使用することを徹底

するとともに、コロナ対策を理由に使用取消しの申出があった場合については、事前に収めて

いただいた使用料の返還または振替することとしている。 

生涯学習センター、コミュニティセンターにおいては、各部屋に定員の目安があり、定員の

２分の１程度を利用の目安としているが、定員を制限することによってサークル活動が成り立

たない場合があるので、その場合には通常利用よりも広めの部屋をご利用いただくか、先ほど

申し上げた注意事項の徹底を図った利用をお願いしている。 

また、団体側においては、使用日ごとの名前や緊急連絡先等を記載した使用者名簿を作成し、

保健所等の公的機関から、名簿の提出が求められた場合でも対応ができるよう、お願いしてい
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る。 

社会体育施設においては、一番密になりやすい懸案の施設として大原武道場のトレーニング

室があるが、大原武道場のトレーニング室においては９０分間で１５人まで、その後３０分間

の換気を設け、これを１日４サイクル設けることによって対応している。現在は１７時３０分

までの利用となっているが、状況によって、今後、時間の延長も考えている。  

図書館においては、閲覧室は１席ずつ空けて利用することとし、これにより１２席程度の席

数を確保している。また、利用においておおむね３０分程度の利用をお願いしており、現状で

は、中高生の図書館での学習についてはご遠慮いただいている。  

○委員長（井戸清司君）これより質疑に入る。発言を許す。  

○３番（杉本一彦君）教育の現場に対する一番のポイントは、今、東京でも感染者が多い中で、

報道を聴いていると、今後、万が一、国からの緊急事態宣言が出たときには各対策が、今まで

都道府県の知事に任されていたものが、これからは市区町村単位で、マクロで見ていたものを

ミクロで見ていくべきだという議論が非常に多くなってきていて、秋口にもし緊急事態宣言が

出るとなると、やはり市区町村に課せられた責任が非常に重くなってくると思うが、例えば今

の時点で、もう一度確認だが、コロナによる学級閉鎖、あるいは、学校閉鎖、あるいは幼稚園、

保育園、そういったところがどういった状況になったら、インフルエンザでも学級閉鎖がある

ように、コロナだとどういう対策になってくるのか、その辺の指針というものがあるのか。  

○教育指導課長（多田真由美君）文部科学省から出されている指針がある。まずは保護者が濃厚

接触者になった場合、児童・生徒がだるいであるとか、熱があるとかの症状がある場合は休ま

せる。その場合は欠席とせずに出席停止扱いとする。本人が濃厚接触者となった場合は、最終

的に陽性者に接触してから２週間は出席停止扱いとするというような指針が出されている。も

し、学校内または学校関係者及び児童・生徒が感染者になった場合は、学校の全部または一部

を休業とし、感染状況をよく見ながら学校の再開時期を決めるというような形の指針が出てい

る。 

○幼児教育課長（稲葉育子君）幼稚園については園内に感染者がいた場合については、その園に

ついて休園、その後、保健所の判断を仰いで再開の目途を立てていく。濃厚接触者となると２

週間登園を控えていただく。 

保育園については、同様であるが、関係者及び登園する者について、感染があった場合につ

いて、その園については休園、保健所の判断を仰いで再開を決めていくことになっている。 

○３番（杉本一彦君）文部科学省が示すもので進めていくということで、我々はそれを見ればそ

れで済むのかもしれないが、今聞いただけでも少し分かりにくいところもある。ぜひ、伊東市

の教育環境の在り方、コロナに対する指針のようなもの、こうなった場合は学級閉鎖になる、
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こうなった場合はこういう対策をして子供を休ませるであるとか、一覧みたいなもので分かり

やすくあると我々自身も説明しやすいと思う。 

それとあわせて、万が一、学校を閉鎖していかなければならない場合の動画配信の授業であ

るとか、オンライン授業についてであるが、オンライン授業については環境が整わない中です

ぐにできない、動画配信については、今説明を聞いていた中で各学校のホームページ等で対応

していこうと思っているというような話であったが、レポート学習が中心となっていく中で、

学校ごとにレポートが違うので、それに合わせて動画配信を考えていくとなると、配信も学校

ごとになることは仕方のないことであると思うが、実際、学校にそういったことが得意で簡単

にできる先生がいると、学校のほうもやりやすいと思うが、得意な先生がいない学校について

はなかなか思うように進んでいない実態を今まで聞いてきた。その辺りの進捗状況については

どのようになっているのか。 

○教育指導課長（多田真由美君）ご指摘があった動画についてであるが、現在、市内の小・中学

校では１００ギガを１５校で使用している状況である。１校当たりにすると５ギガであり、動

画をアップすると、１回につき５メガを使用するため、非常に画質を落としている状況である。

５メガというのは、綺麗な画像の写真１枚分ということである。まだ、なかなか動画を頻繁に

配信するまでには状況が整っていない状況である。  

また、議員が指摘した教員の得意不得意の話であるが、現在、市費でＩＣＴ支援員を年間１

２０時間配置している。１人のＩＣＴ支援員が各校を回って、いろいろな環境を整えたり、や

り方を教員に教えたりという状況であるが、来年度については時間数の増加を要望し、ＧＩＧ

Ａスクールに向けても進めていきたいと思う。人的整備が急務である。  

○３番（杉本一彦君）休校になった時には教師のきめ細かな指導をという話があったように、学

校が閉鎖したときのことをイメージすると、それに代わって学習を進めていくということが、

オンライン授業ができない中では、ただレポートを渡してそれだけをというわけにはいかない

と思う。子供たちが学習机に向かいやすいような環境をつくるためには、動画配信が一番現実

的であると思っているので、万が一、第２波が来て、学校を閉鎖しなければならないときのた

め、準備は強化して進めていただきたい。  

○６番（鈴木絢子君）４番の「⑶ 児童・生徒に対する心と体のケアについて」である。支援員

を活用しながら生徒の変容に注視していくということで、スクールカウンセラーとスクールソ

ーシャルワーカーを増やしていくという話であったが、以前の３か月の休校を終えて、不調を

訴える生徒がどのくらいいたのかを教えていただきたい。  

○教育指導課長（多田真由美君）実際どの程度いたのかという数でお伝えすることはできないが、

休校明けの生徒指導部会の中では、不登校児童が増えているとも、減っているとも言えないよ
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うな状況であった。というのも、休校明けに何故かみんなと一緒に登校できるようになったお

子さんがいる一方で、生活の乱れから登校拒否が強まったというお子さんもいた。そこについ

てはいろいろな要因があるので、これからもきめ細かく見ていきたいと考えている。  

○５番（佐藤龍彦君）４番の⑴、先ほど次長の説明で、ネットワーク環境整備を１０月以降の発

注で、完了が２月中ということであったが、ＧＩＧＡスクール構想が、国からどういう段階で

入って来るかわからないが、発注をかけて工事をやっていく中で、各校における子供たちの学

習環境にずれが生じることはないのか。 

○教育部次長（相澤和夫君）まず今回のＩＣＴ化については、様々な国の政策があるので、それ

に向けて整備を進めていくということが第一になる。ＬＡＮ整備とあわせて、まず１人１台端

末を整備をしていく。使い方等については、ある程度、先生たちも時間が必要になると思うの

で、整備する中でどういう形で授業を行っていくか、そういうものを現場のほうで、現在徐々

に、部会をつくったりしながら、進め方を検証しているので、その中で、各現場の方が、この

学年にはこういった形の使い方をすると、そういう風な形になっていると思う。  

また、昨年度、電子黒板を小学校に導入しているが、現場からは、導入によって子供たちが

かなり集中して授業を受けているというような話も伺っているので、そこのところと今後のタ

ブレット、そういうもののＩＣＴ化によって、やはりいろんな形の授業が進んでいくのではな

いかなと思っている。 

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。  

                午前１１時３７分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時３７分再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

○教育部次長（相澤和夫君）ＧＩＧＡスクールの予算については、先ほどお話したように、ＬＡ

Ｎ整備については予算が取れているので、今年度１０月以降速やかに行っていく。１２校整備

しなければいけないので、日程的には期間がかかる。あわせて、タブレット等の１人１台端末

については今後の議会のほうに補正予算で上程させていただきながら、早めに整備をし、先生

たちも使い勝手を覚えながら、来年度からの事業にうまく結びつけられるような形で進めてい

きたいと思っている。 

○５番（佐藤龍彦君）一気に整備をすることがなかなか難しいと思うので、補正予算がついた時

点で速やかに行っていただければと思う。⑷についてである。第２波、第３波で再度緊急事態

宣言が出された場合のガイドラインの中に、放課後児童クラブの件に関しても、指針というか

ガイドラインが必要ではないかと思う。この間、学校が再開したので、落ち着いてきたところ
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で話を聞きに行ったが、臨時休業が急に決まることによって、半日でよかった開設を、１日約

１０時間の開設になるというところで、人材が確保されていても、運営自体が完全にお任せに

なってしまうとなると、例えば、その中でお子さんが感染した時に、閉めなくてはいけないの

は分かるが、預けたい親もいるというその狭間に置かれてしまうので、やはり、その辺りのガ

イドラインが欲しいなということを耳にしている。ガイドラインを作っているのか、作ってい

るのであれば進捗状況を教えていただきたい。 

○幼児教育課長（稲葉育子君）放課後児童クラブについては、現在、放課後児童クラブを閉めな

ければならなくなった状況のときに、どうしても預けなければならない方というのを把握して

いただいている。どのような理由で、何人の方が、どうしても必要であるということを、あら

かじめ放課後児童クラブのほうに提出いただいて、もし、閉めるような状況になった時には、

その方たちとクラブのほうと協議していただいて、クラブのほうで対処についてどのようにす

るか、それでも閉めることにするか、閉められないのか、クラブの判断をこちらに連絡いただ

くことになっている。 

○１番（佐藤 周君）３つ質問したい。１つ目は、オンライン環境についてのアンケートで、日

中使えないという家庭が２１％、６１３世帯。思ったより少ないな、使える人が多いんだなと

感じた。おそらくこれは小・中学校全体の数字なので、中学校のほうが使えない人が少なくて、

小学校のほうが使えない世帯が多いのかなと想像する。単純に５人に１人しか使えない人がい

ない。そうすると、本当に、実際オンラインでやることを考えたときに、分散登校なども踏ま

えれば、使えない家庭の子供は学校に、５人に１人の割合での登校ということであれば、教室

だって十分、空間を使えると思うので、そういった運用の仕方を考えていけば十分できるのか

―単純に算数の話の中でのことであるが。そこで、小・中学校の比率が分かれば教えていた

だきたい。電子黒板の話も出たが、電子黒板が入ったことによって、先生方がいろんな運用の

仕方を考えながらやってくれているので、オンラインについても、まずはやってみるというこ

とが大事なのではないか。ないに越したことはないが、休業なんてことがあるのであれば、ど

こか１校だけでもやるということも視野に入れて準備するということが考えられると思う。２

つ目の質問は、児童・生徒の心身のケアという話があったが、先生方とすれば、下校後の教室

の消毒だとか業務負担が増えている中で、先生もしくは放課後児童クラブの方たちとかの情報

が上がっているのかどうか、コロナによって心身に支障を来した人がいるのか否かのところを

伺いたい。最後に、生涯学習課の体育施設の運営についてだが、武道場はかなり閉鎖的で難し

い。ただ、実際に使っていくとなると消毒とかされているのかというところで、運用方法、体

育館、門野球場等各施設の使用方法について伺いたい。  

○教育指導課長（多田真由美君）オンライン授業に関するアンケート調査について、小・中学校
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別の数字であるが、まず、光回線またはＷｉ－Ｆｉ環境がない家庭は、小学校では８％、中学

校では４％になっている。平日の日中に子供が端末を使用することが不可能な家庭は、小学校

が２７％、中学校が１０％である。ただ実際はひと家庭ということになると、兄弟がいるので、

その辺を考えるともう少し使えないという子供が増えるのではないかと考えている。始めるに

当たっては、セキュリティの問題、使い方、モラルの問題等、その辺の整備もしていく必要が

あると考え、早急に整備していきたいと考えている。  

２つ目の、コロナによって心身に支障を来した子供がいるのかという質問であるが、全体の

生徒指導部会の報告では、やはり、新たな生活様式が学校に導入されたことによって、子供も

教員も疲れている面があるということは実際見聞きしている。３密を避けるであるとか、消毒

をするということについてもかなりの時間を要すると聞いている。ただ、先ほど申し上げたと

おり、スクールサポートスタッフの配置時間を増加していただいたことにより、例えばある学

校では５時間の増えた分を地域の方にお願いして、毎日子供が帰宅した後１時間程度消毒をし

ていただくというような形で、学校の先生方が子供と向き合う時間を確保しているというよう

な例もある。 

○幼児教育課長（稲葉育子君）放課後児童クラブの支援員についてお答えする。心身に無理があ

ったのではないかと思うが、３月から５月まで約３か月にわたって、長時間の勤務をしていた

だいた。支援員には高齢の方もいることから、負担になっていたことは確かであると思う。お

一方、学校再開の後、体調を崩された方がいるとは聞いている。  

○生涯学習課長（杉山宏生君）体育施設についてお答えする。体育館やかどの球場であるが、基

本的には利用者にアルコール消毒、次亜塩素酸水をご用意いただき、利用していただいている。

また、施設の備品についても、利用団体の方で消毒していただいている。あわせて、名簿作成

も行っていただいている。 

○１番（佐藤 周君）オンラインについては、小学校でいくと３分の１くらいということで承知

した。新しいことをやるというのは大変なので、その中で課題を一つ一つ解決しながらという

方向で取り組んでいただきたいと思う。２つ目についても承知した。３つ目の体育施設の運営

であるが、先日私が耳にしたのだが、今の話だと、利用者が使用した後に備品を消毒するとい

うことで、使用者のモラルに関わる部分で、一方でその体育施設を管理するのは、最終的には

市である。そういったときに、コロナの感染を防止するという考え方からすると、ちょっとい

かがなものかなというところがあって、その耳に入った言葉は、「管理する人はお金をもらっ

ているのに、何で消毒くらいしてくれないのか。拭かせるのか」と言っていた。それは考え方

がいろいろあるので、そもそもの業務の量、契約の内容というものもあると思うので、難しい

話だと思いながら聞いていたが、責任の所在といったところを、利用者のモラルに頼っている
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というところを考えた時に、一つの課題があるのかなと感じたので、ここで述べさせてもらっ

た。 

○２番（鳥居康子君）ほとんど聞いていただいたので、細かいところを２つほどお尋ねする。最

初に、学校の教育の関係で休んだ期間の補助の対応として、８人の代用教員を採用することで

授業数を確保という話であったと思う。休んだ部分を補うことは、学校によって授業の進捗状

況が違うと思うが、夏休みも短くなったということもあるので、その辺に合わせて小・中学校

の学習を１学期中に終わらせるということを、各学校足並みそろえてやっていけるようになる

のか、ということを確認させていただきたい。それと、６月７月で部活が始まったと思うが、

やれる部活やれない部活であるとか、体育や音楽の授業がどうなっているのか、新しい学習の

仕方の中で３密を防ぐという観点から、授業の変わった部分等伺いたい。  

○教育指導課長（多田真由美君）まず教育課程についてである。この休業中に約１０％程度、授

業日数が減っているが、各学校で１日の授業時間を少し増やしたり、また学校行事を削減、縮

小したりしていく中で、実際の授業時間としては、標準時数の約９５％が確保できた。文部科

学省のほうからも、標準時数を下回ったからと言って必ずしも履修しなかったということには

ならないという通知が来ている。各学校では、１学期が８月７日までとなるが、それまでには、

これまでの学習内容の履修を終える予定でいる。ただ、子供によっては、学習の理解の深度に

差があるので、その辺りを学習支援員が補うような形で見ていきたいと思っている。それから、

部活動等についてであるが、それについては、各校長会のほうで、コロナ対策において、例え

ば吹奏楽ではどうするか、歌うときには間隔を広げてだとか、学校によってはフェイスシール

ドをつけるだとか、ガイドラインを出し、それにのっとって指導を再開しているところである。

部活動についても、中体連は中止となったが、中学３年生の生徒に地区大会というものを開催

して、思い出に残るような大会をということで、現在、やっているところである。  

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。  

                午前１１時５５分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時５５分再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

○２番（鳥居康子君）受験ということで、中学３年生の学習が気になるところだが、その辺は外

部の方の活用、支援員さんを活用してということである。２学期に向けてであったり、特段配

慮するようなことは考えているか。  

○教育指導課長（多田真由美君）小学校６年生、中学校３年生については、県の教育委員会のほ

うからも、特別な教材の提供があり、今各校にそれを配付したところである。また、先ほど申
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し上げた支援員についても、今回任用された方は３月３１日まで任用可能ということであった

ので、春休み中の補修も可能ということで、任用の措置要件としている。子供たちが安心して

進学できるように体制を整えてまいりたい。 

○１番（佐藤 周君）小学校の授業で、整形外科の理学療法士がストレッチなどを行ったという

新聞記事を読んだ。私はたまたまその方と知り合いだったので、コロナウイルス対策の休業明

け、小学生で捻挫とか怪我した人がいっぱい整形外科に来たと聞いた。これならお年寄りはな

おの事かなと思ったのだが、そこでやっていた内容というはコロナがあったからされたのか、

という辺りをお聞きしたい。 

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。  

                午前１１時５８分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時５８分再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

○教育指導課長（多田真由美君）コロナのことで、子供たちの体が硬くなって、ということで、

理学療法士の方を学校でお願いしたということは、教育指導課には情報が伝わっていない。申

し訳ない。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 以上で教育部の報告を終わる。 

以上で、当局の報告については全てを終了する。  

以上で日程第１、提言への対応状況等についてを終了する。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（井戸清司君）当局説明員の方々においては、ただいまの報告をもって、本委員会にお

ける説明が終了したので、ここで、ご退席いただくこととする。  

当局説明員の退席のため、暫時休憩する。  

                午前１１時５９分休憩 

                ─────────── 

                正     午 再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（井戸清司君）日程第２、新型コロナウイルス感染症に対する議会の対応についてを議
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題とする。 

  本議題については、今般のコロナ禍において、合議機関としての議会機能の保全を図るため、

感染防止策をはじめとした議会対応について、マニュアルを作成することを目的とし、協議を

するものである。 

  本日は、委員会開催に先立ち、既に委員の皆様のお手元に配付したマニュアルのたたき台を

基に、協議に入りたいと思う。感染拡大の状況に鑑み、議会内において感染者が確認されるこ

とも想定をする中で、予防策や対応策について、ご協議いただきたい。  

  それでは、対応マニュアルの案について、ご意見等を伺う。  

発言を許す。 

○２番（鳥居康子君）現時点ではない。 

○１番（佐藤 周君）２感染予防対策の⑻についてであるが、「本会議をはじめとした議会の会

議において、傍聴者を募らないこと。また、傍聴を希望する市民に対し、本マニュアルの趣旨

への理解を求めること」という文章からすると、このマニュアルをオープンにするという趣旨

か。誰が理解を求めるのか、ということであるが。私個人の近親者には伝えられるが。  

○議会事務局長（冨士一成君）ただいまの質問であるが、議員のマニュアルになるので、まず議

員が傍聴者を募らないということ。また議員が「傍聴したい」と問合せを受けた時には、今こ

ういう趣旨で議会内は対応しているので、できるだけ来ないでいただきたいというお願いをし

てほしいということである。広く周知させる訳ではなくて、議員個人の対応として記載されて

いる。 

○３番（杉本一彦君）最後に、「必要に応じて見直すものとする」とあるので、見直していけば

いいと考える。感染予防対策のところに「極力」とか「原則」、「自粛」という、言葉の強さ

というか、人によって考え方が違うし、この辺を統一というかもう少し分かりやすいように詰

めていったほうがいいかと思う。次回検討すると思うが、ここだけ意見を述べさせていただく。  

○６番（鈴木絢子君）「２ 感染予防対策」の「⑼ 不要不急の外出の自粛をする」ということ

で、まちの人に話を聞きに行ったりするというのは不要不急ではないが、聞きに行きたい。な

ので、感染拡大地域だとか、感染者の多い地域への不要不急の外出としていただきたい。 

○議長（佐山 正君）濃厚接触者が議会に来たということもある。誰がそうであるか分からない、

そういうことも踏まえてその辺は注意していただきたい。  

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。  

                午後 ０時 ４分休憩 

                ─────────── 

                午後 ０時 ５分再開 
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○委員長（井戸清司君）再開する。 

  この際、お諮りする。 

本日の協議については、この程度にとどめ、次回の本委員会の日程に譲りたいと思う。これ

に、ご異議ないか。 

               〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）異議なしと認め、さよう決定した。  

以上で日程第２、新型コロナウイルス感染症に対する議会の対応についてを終了する。  

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（井戸清司君）日程第３、その他を議題とする。  

まず、⑴ 次回開催日程についてである。  

日程調整のため、暫時休憩する。 

                午後 ０時 ５分休憩 

                ─────────── 

                午後 ０時 ５分再開 

○委員長（井戸清司君）再開する。 

  この際、お諮りする。次回開催日程については、８月５日（水）午前１０時からとする。こ

れに、ご異議ないか。 

               〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）異議なしと認め、さよう決定した。  

次に、⑵ その他について、委員から、何かあれば質疑、意見を伺う。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。これをもって質疑、意見を終結する。  

  以上で日程第３、その他を終了する。  

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（井戸清司君）以上で日程全部を終了した。  

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（井戸清司君）これにて閉会する。  

━━━━━━━━━━━━━━ 

○閉会日時 令和２年７月２９日（水）午後０時６分（会議時間１時間５４分） 
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──────────────────────────────────────────────────── 

以上の記録を認める。      

令和２年７月２９日      

委員長 井 戸 清 司   


